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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第58期

第３四半期連結
累計期間

第58期
第３四半期連結
会計期間

第57期

会計期間

自　平成20年
　　10月１日
至　平成21年
　　６月30日

自　平成21年
　　４月１日
至　平成21年
　　６月30日

自　平成19年
　　10月１日
至　平成20年
　　９月30日

売上高 (千円) 13,657,1844,171,22919,831,927

経常利益又は経常損失
（△）

(千円) △14,683 35,626 302,414

四半期（当期）純利益又は四
半期純損失（△）

(千円) △28,126 20,591 38,286

純資産額 (千円) ― 4,144,1684,259,523

総資産額 (千円) ― 8,495,8089,176,212

１株当たり純資産額 (円) ― 864.52 888.59

１株当たり四半期（当期）純
利益又は四半期純損失（△）

(円) △5.87 4.30 7.99

潜在株式調整後１株当たり四
半期(当期)純利益 

(円) ─ ─ ─

自己資本比率 (％) ― 48.8 46.4

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 551,449 ― △567,930

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △83,242 ― △68,268

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △161,663 ― 7,764

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― 648,965 342,422

従業員数 (名) ― 254 248

(注)１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載　　し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　第57期及び第58期第３四半期連結会計期間の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式がな

いため、記載しておりません。

　第58期第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四半期純損

失であり、また、潜在株式がないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容につ
いて、重要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

　

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、関係会社の異動はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成21年６月30日現在

従業員数(名) 254

(注) 従業員数は、就業人員であります。

　

　

(2) 提出会社の状況

　 平成21年６月30日現在

従業員数(名) 219

(注) 従業員数は、就業人員であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 仕入実績

当第３四半期連結会計期間における仕入実績を事業部門ごとに示すと、次のとおりであります。

事業部門 金額（千円） 構成比（％）

化学工業薬品部門 1,963,427 53.1

臨床検査試薬部門 1,212,161 32.8

その他の部門 522,580 14.1

合計 3,698,169 100.0

(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 販売実績

当第３四半期連結会計期間における販売実績を事業部門ごとに示すと、次のとおりであります。

事業部門 金額（千円） 構成比（％）

化学工業薬品部門 2,147,173 51.5

臨床検査試薬部門 1,379,439 33.1

その他の部門 644,615 15.4

合計 4,171,229 100.0

（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２ 【事業等のリスク】

有価証券報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資者の判断に重要な影響を

及ぼす可能性のある事項には、以下のようなものがあります。

なお、文中の将来に関する事項は、当連結第３四半期会計期間現在において当社グループが判断したもの

であります。

　

（特有の法的規制等に係るもの）

当社グループは、医薬品卸売業として各種の医薬品及びその関連商品を取り扱っております。このため

主に薬事法等の規定により、各事業所が所轄の都道府県知事より必要な許可、登録、指定及び免許を受け、あ

るいは監督官公庁に届出の後、販売活動を行っております。これらの規制を遵守できなかった場合、当社グ

ループの活動が制限される可能性があります。

　

（薬価基準）

当社グループの主要取扱商品である医療用医薬品は、薬価基準に収載されており、薬価基準は保険医療で

使用できる医薬品の範囲と使用した医薬品の請求価格を定めたものです。従って、薬価基準は、販売価格の

上限として機能しております。

なお、薬価基準は、市場実勢価格を反映させるため、原則として２年に１回改定されており、改定の都度引

き下げられております。このため、販売価格の上限も薬価基準の改定の都度低下し、売上高に影響を与える

ことになります。

　

（貸倒れによるリスク）

貸倒懸念債権等特定の債権については、個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を貸倒引当金に計上
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しております。しかし、今後の得意先の財務状態の悪化等により、回収可能性が見込まれない場合は追加引

当が必要となり、収益が悪化する可能性があります。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

　

４ 【財政状態及び経営成績の分析】

（1）業績の状況

当第３四半期連結会計期間における経済情勢は、米国のサブプライムローン問題に端を発した国際的金

融市場の低迷も底打ちの兆しを見せ始めてまいりましたが、未だ実態経済に対する好影響はうかがえませ

んでした。 

　我が国の経済におきましても、企業収益が悪化し、設備投資の抑制や雇用調整の動きも顕著となり個人消

費が冷え込んでおります。在庫調整の一巡により景気下げ止まりの兆候が一部に見られるものの、本格回復

は期待しがたい状況にあり、当社グループを取り巻く経営環境も非常に厳しい状況が続いております。 

　この結果、当第３四半期連結会計期間における当社グループの売上高は41億71百万円、営業利益は28百万

円、経常利益は35百万円、四半期純利益は20百万円となりました。 

　各部門の業績は、次のとおりであります。 

（化学工業薬品部門） 

　化学工業薬品部門においては、半導体関連企業の製造が落ち込んだことにより薬品の需要も減少し非常に

厳しい環境でした。今後も、引き続き続くものと思われます。この結果、売上高は21億47百万円となりまし

た。 

（臨床検査試薬部門） 

　臨床検査試薬部門においては、後期高齢者医療制度の問題、医療・介護従事者の人員不足により自治体病

院を民間に委託するなど大きな未解決の課題を抱え、厳しい環境でした。しかしながら、売上高は13億79百

万円となりました。 

（その他の部門） 

　食品、農業部門においては、産地偽造食品の問題や厳しい価格競争の影響で厳しい環境でした。しかしなが

ら、売上高は６億44百万円となりました。 

　

（2）財政状態の分析

①資産・負債及び純資産の状況

当第３四半期連結会計期間における総資産は、前連結会計年度末に比べ、６億80百万円減少し、84億95百
万円となりました。また、負債につきましては、前連結会計年度末に比べ、５億65百万円減少し、43億51百万
円、純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ、１億15百万円減少し、41億44百万円となりました。主
な内容は以下のとおりであります。
（資産）
資産の減少の主な要因は、現金及び預金とたな卸資産の増加があったものの、受取手形及び売掛金の減少
によるものであります。
（負債）
負債の減少の主な要因は、支払手形及び買掛金、短期借入金の減少によるものであります。
（純資産）
純資産の減少の主な要因は、四半期純損失を計上したことによるものであります。

　

（3）キャッシュ・フローの状況
当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、６億48百万円と
なりました。 
　当第３四半期連結会計期間末におけるキャッシュ・フローの状況とそれらの要因は以下のとおりであり
ます。 
（営業活動によるキャッシュ・フロー） 
　営業活動の結果、得られた資金は１億７百万円となりました。主な要因は、売上債権の減少額７億11百万円
と仕入債務の減少額５億64百万円によるものであります。 
（投資活動によるキャッシュ・フロー） 
　投資活動の結果、使用した資金は３百万円となりました。主な要因は、投資有価証券の取得による支出４百
万円によるものであります。 

EDINET提出書類

東北化学薬品株式会社(E02810)

四半期報告書

 5/30



（財務活動によるキャッシュ・フロー） 
　財務活動の結果、使用した資金は０百万円となりました。

　

（4）事業上及び財務上の対処すべき課題
当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

（5）研究開発活動
該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

　当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第３四半期連結会計期間において、第２四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、
除却等について、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。
また、当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 14,640,000

計 14,640,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年８月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 4,800,000 4,800,000ジャスダック証券取引所 単元株式数　　1,000株

計 4,800,000 4,800,000 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　　該当事項はありません。
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(3) 【ライツプランの内容】

　　　　該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成21年４月１日～
平成21年６月30日

─ 4,800,000 ─ 820,400 ─ 881,100
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(5) 【大株主の状況】

当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載す

ることができませんので、直前の基準日である平成21年６月30日現在で記載しております。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成21年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ─ ― ─

議決権制限株式(自己株式等) ─ ― ─

議決権制限株式(その他) ─ ─ ─

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）　　　　
　　　　
普通株式       6,000

― ─

完全議決権株式(その他) 普通株式   4,783,0004,783 ─

単元未満株式 普通株式　    11,000 ― １単元（1,000株）未満の株式

発行済株式総数            4,800,000 ― ―

総株主の議決権 ― 4,783 ―

　

　

　

② 【自己株式等】

　 　 平成21年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
東北化学薬品株式会社

青森県弘前市大字神田
１-３-１

6,000 ─ 6,000 0.1

計 ― 6,000 ─ 6,000 0.1

(注)　株式名簿上は、当社名義となっておりますが、実質的に所有していない株式が400株あります。

なお、当該株式は上記「発行済株式」の「単元未満株式」欄の普通株式に含めております。　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成20年
10月 11月 12月

平成21年
１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月

最高(円) 473 480 433 450 440 450 450 489 481

最低(円) 391 410 400 395 390 400 415 444 454

(注)　最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。
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３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期連結会計期間(平成21年４月１

日から平成21年６月30日まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成20年10月１日から平成21年６月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けておりま

す。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 654,965 348,422

受取手形及び売掛金 3,937,683 5,097,983

商品 617,665 480,523

その他 153,677 72,511

貸倒引当金 △36,481 △3,290

流動資産合計 5,327,510 5,996,151

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※１
 533,761

※１
 389,199

土地 1,366,770 1,399,563

その他（純額） ※１
 178,821

※１
 254,943

有形固定資産合計 2,079,353 2,043,706

無形固定資産

のれん 3,595 4,576

その他 9,889 12,548

無形固定資産合計 13,485 17,125

投資その他の資産

投資有価証券 671,893 701,709

その他 561,775 428,728

貸倒引当金 △158,209 △11,211

投資その他の資産合計 1,075,459 1,119,227

固定資産合計 3,168,298 3,180,060

資産合計 8,495,808 9,176,212

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,165,791 4,471,068

短期借入金 － 90,000

未払法人税等 5,160 80,035

賞与引当金 5,250 35,220

その他 75,639 146,081

流動負債合計 4,251,841 4,822,404

固定負債

退職給付引当金 4,718 1,768

役員退職慰労引当金 53,227 61,320

その他 41,852 31,196

固定負債合計 99,798 94,284

負債合計 4,351,640 4,916,688
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 820,400 820,400

資本剰余金 881,100 881,100

利益剰余金 2,403,669 2,503,705

自己株式 △3,443 △3,443

株主資本合計 4,101,725 4,201,762

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 42,442 57,761

評価・換算差額等合計 42,442 57,761

純資産合計 4,144,168 4,259,523

負債純資産合計 8,495,808 9,176,212
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自 平成20年10月１日
　至 平成21年６月30日)

売上高 13,657,184

売上原価 12,145,620

売上総利益 1,511,564

販売費及び一般管理費 ※
 1,551,923

営業損失（△） △40,359

営業外収益

受取利息 3,216

受取配当金 8,355

その他 16,637

営業外収益合計 28,209

営業外費用

支払利息 881

その他 1,652

営業外費用合計 2,534

経常損失（△） △14,683

特別利益

固定資産売却益 66,082

投資有価証券売却益 1,519

役員退職慰労引当金戻入額 12,035

特別利益合計 79,637

特別損失

固定資産除却損 9,750

固定資産売却損 16,724

投資事業組合運用損 15,286

減損損失 21,965

その他 550

特別損失合計 64,276

税金等調整前四半期純利益 676

法人税、住民税及び事業税 12,394

法人税等調整額 16,408

法人税等合計 28,803

四半期純損失（△） △28,126
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年６月30日)

売上高 4,171,229

売上原価 3,705,300

売上総利益 465,928

販売費及び一般管理費 ※
 437,649

営業利益 28,279

営業外収益

受取利息 552

受取配当金 3,807

その他 3,368

営業外収益合計 7,728

営業外費用

支払利息 71

その他 309

営業外費用合計 381

経常利益 35,626

特別利益

貸倒引当金戻入額 6,803

投資有価証券評価損戻入額 6,688

特別利益合計 13,491

特別損失

投資事業組合運用損 4,212

減損損失 21,965

その他 550

特別損失合計 26,728

税金等調整前四半期純利益 22,389

法人税、住民税及び事業税 4,122

法人税等調整額 △2,324

法人税等合計 1,798

四半期純利益 20,591
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自 平成20年10月１日
　至 平成21年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 676

減価償却費 37,165

減損損失 21,965

投資有価証券売却損益（△は益） △1,519

投資事業組合運用損益（△は益） 15,286

引当金の増減額（△は減少） 145,076

受取利息及び受取配当金 △11,572

支払利息 881

固定資産除売却損益（△は益） △39,607

売上債権の増減額（△は増加） 1,012,681

たな卸資産の増減額（△は増加） △137,141

仕入債務の増減額（△は減少） △306,324

その他 30,878

小計 768,447

損害賠償金の支払額 △65,000

利息及び配当金の受取額 11,818

利息の支払額 △881

法人税等の支払額 △162,934

営業活動によるキャッシュ・フロー 551,449

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △143,994

有形固定資産の売却による収入 79,361

投資有価証券の取得による支出 △18,799

投資有価証券の売却による収入 7,566

その他 △7,375

投資活動によるキャッシュ・フロー △83,242

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 1,530,000

短期借入金の返済による支出 △1,620,000

配当金の支払額 △71,663

財務活動によるキャッシュ・フロー △161,663

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 306,543

現金及び現金同等物の期首残高 342,422

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 648,965
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【継続企業の前提に関する注記】

当第３四半期連結会計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

該当事項はありません。

　

　

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第３四半期連結累計期間

(自　平成20年10月１日　至　平成21年６月30日)

　会計処理の原則及び手続の変更

棚卸資産の評価に関する会計基準の適用

　第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５

日）が適用されたことに伴い、総平均法による原価法から総平均法による原価法（貸借対照表価額については

収益性の低下による簿価切下げの方法）に変更しております。

　なお、この変更に伴う損益への影響額は軽微であります。
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【簡便な会計処理】

当第３四半期連結累計期間（自　平成20年10月１日　至　平成21年６月30日）

重要なものはありません。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第３四半期連結累計期間（自　平成20年10月１日　至　平成21年６月30日）

該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末
(平成20年９月30日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額 　 1,009,763千円

 
　２　受取手形裏書譲渡高                  1,379千円
 
 
 
 

※１　有形固定資産の減価償却累計額    1,059,633千円

 
　２　受取手形裏書譲渡高                  3,382千円
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(四半期連結損益計算書関係)

　
第３四半期連結累計期間

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年10月１日 
  至　平成21年６月30日)

※　販売費及び一般管理費の主なもの

　　　給料手当                        763,377千円
　　　貸倒引当金繰入額                180,246千円
　　　賞与引当金繰入額                  5,250千円
　　　退職給付費用                     36,914千円
　　　役員退職慰労引当金繰入額          3,942千円

　

第３四半期連結会計期間
当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年４月１日 
 至　平成21年６月30日)

※　販売費及び一般管理費の主なもの

　　　給料手当                        239,298千円
　　　賞与引当金繰入額　　　　　　　　　2,250千円
　　　退職給付費用                     12,304千円
　　　役員退職慰労引当金繰入額          1,374千円
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年10月１日 
 至　平成21年６月30日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年６月30日現在）

現金及び預金勘定 654,965千円

預入期間が３ヶ月超の定期預金 △6,000千円

現金及び現金同等物 648,965千円
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(株主資本等関係)

  当第３四半期連結会計期間末(平成21年６月30日)及び当第３四半期連結累計期間(自　平成20年10月１日

　至　平成21年６月30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 4,800,000

　

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 6,400

　

　

３　新株予約権等に関する事項

　　　　該当事項はありません。

　
４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年12月18日
定時株主総会

普通株式 71,904 15平成20年９月30日 平成20年12月19日 利益剰余金

　
　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当第３四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当

の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。

　

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

　　　　該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

　当第３四半期連結会計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)及び当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年10月１日　至　平成21年６月30日）
当社及び連結子会社の事業は、化学工業薬品及び臨床試薬並びにこれらに付隋する関連機器の販売等の

単一事業であります。従いまして、開示対象となるセグメントはありませんので記載は省略しております。

　

【所在地別セグメント情報】

　当第３四半期連結会計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)及び当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年10月１日　至　平成21年６月30日）
本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び支店がないため、所在地別セグメント情報の記載は省
略しております。

　

【海外売上高】

　当第３四半期連結会計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)及び当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年10月１日　至　平成21年６月30日）
　　海外売上高は、連結売上高の10％未満のため記載は省略しております。

　

　

(有価証券関係)

　当第３四半期連結会計期間末(平成21年６月30日）

その他有価証券で時価のあるもので前連結会計年度末に比べて著しい変動がないため記載を省略してお
ります。

　

(デリバティブ取引関係)

　当第３四半期連結会計期間末(平成21年６月30日）

　　該当事項はありません。

　

(ストック・オプション等関係)

　当第３四半期連結会計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

　　該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

　当第３四半期連結会計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）
　　該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末
(平成20年９月30日)

　 　

　 864.52円
　

　 　

　 888.59円
　

　

２　１株当たり四半期純利益又は四半期純損失及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

第３四半期連結累計期間

　
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年10月１日 
 至　平成21年６月30日)

１株当たり四半期純損失 △5.87円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について
は、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存
在しないため記載しておりません。

　

(注)　１株当たり四半期純損失の算定上の基礎

項目
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年10月１日 
 至　平成21年６月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純損失（△）(千円) △28,126

普通株式に係る四半期純損失（△）(千円) △28,126

普通株主に帰属しない金額(千円) ─

普通株式の期中平均株式数(株) 4,793,600
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第３四半期連結会計期間

　
当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年４月１日 
 至　平成21年６月30日)

１株当たり四半期純利益 4.30円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益につい
ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(注)　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

項目
当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年４月１日 
 至　平成21年６月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 20,591

普通株式に係る四半期純利益(千円) 20,591

普通株主に帰属しない金額(千円) ─

普通株式の期中平均株式数(株) 4,793,600

　

（重要な後発事象）

　当第３四半期連結会計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

　　該当事項はありません。

　

（リース取引関係）

　当第３四半期連結会計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

　　前連結会計年度末に比べて著しい変動がないため記載を省略しております。
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２【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年８月10日

東北化学薬品株式会社

取締役会　御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　吉　　野　　保　　則　　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　久 保 澤　  和 　 彦　　印

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている東北

化学薬品株式会社の平成20年10月１日から平成21年９月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間

(平成21年４月１日から平成21年６月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成20年10月１日から平成21

年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、東北化学薬品株式会社及び連結子会社の平成

21年６月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間

の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせ

る事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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